
Ⅰ
．ア
ー
テ
ィ
ス
ト・
イ
ン・
レ
ジ
デ
ン
ス

の
こ
と

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

と
は
何
か
不
思
議
な
響
き
を
持
っ
た
言

葉
で
あ
る
と
思
う
。
十
年
以
上
も
前
に
日

本
に
も
た
ら
さ
れ
た
用
語
で
あ
り
な
が
ら
、

未
だ
に
カ
タ
カ
ナ
の
ま
ま
で
使
わ
れ
て
い

る
。
ア
ー
ト
に
係
わ
る
用
語
は
、
国
内
で

は
カ
タ
カ
ナ
の
ま
ま
が
ふ
さ
わ
し
い
と
、

こ
の
筋
の
専
門
家
は
考
え
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
様
々
な
ル
ー
ツ
か
ら
入
っ
て
き
た

言
葉
は
元
と
の
関
連
付
け
が
大
事
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
中
国
語
で
は
「
藝
術
家
進

駐
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

と
名
乗
る
も
の
の
中
に
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
展

覧
会
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
混
在
し
て
い
る

こ
と
も
あ
る
が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ

ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
の
基
本
は
、
三
つ
の
空

間
、
す
な
わ
ち
創
作
（
ス
タ
ジ
オ
）、
滞

在
（
レ
ジ
デ
ン
ス
）
そ
し
て
展
示
（
ギ
ャ

ラ
リ
ー
な
ど
）、
そ
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
は
、
滞
在
制
作
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

展
示
、
交
流
な
ど
の
活
動
が
含
ま
れ
て
お

り
、
滞
在
期
間
も
一
ヶ
月
程
度
の
短
期
間

か
ら
、
一
年
以
上
の
も
の
と
千
差
万
別
だ
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
人
数
と
構
成
も
多

様
で
、
活
動
分
野
も
、
音
楽
・
舞
踏
・
演
劇
・

映
画
、
舞
台
美
術
・
絵
画
・
陶
芸
・
彫
刻
、

写
真
・
文
芸
等
・
文
学
・
哲
学
な
ど
広
範

囲
だ
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン

ス
の
歴
史
に
つ
い
て
も
諸
説
が
あ
り
、

1900

：Yaddo(NY)

が
元
祖
だ
と
か
、
古

典
的
博
品
陳
列
館
か
ら
始
ま
っ
た
美
術
館

発
展
段
階
の
一
つ
と
し
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト･

イ
ン･

レ
ジ
デ
ン
ス
が
美
術
館
の
代

わ
り
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
い
う
話
も
あ

る
よ
う
だ
。
遣
唐
使
・
遣
隋
使
も
そ
の
例

で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
、
そ
し
て
日
本
古

来
か
ら
「
旅
先
づ
く
り
」
な
る
創
作
旅
行

が
数
多
く
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
何
も
新

し
い
概
念
で
は
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

運
営
主
体
も
、
公
共
団
体
の
運
営
す
る
も

の
か
ら
、
非
営
利
団
体
（
美
術
館
・
財
団
）、

民
間
企
業
、
さ
ら
に
、
個
人
が
運
営
す
る

も
の
が
あ
る
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

は
誰
が
利
用
す
る
も
の
な
の
か
？
一
義
的

に
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
だ
。
そ
こ
で
利
用
す

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
は
？
と
い
う
観
点
に

つ
い
て
若
干
考
察
し
て
お
き
た
い
。
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
関
す
る
興
味
深
い
考
え
を
紹

介
す
る
。
二
種
類
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
存

在
、
一
つ
は
、
ク
リ
エ
イ
ト
す
る
（
つ
く

る
）
ア
ー
テ
ィ
ス
ト Creative Artist

：

美
術
作
家
、作
曲
家
、詩
人
、舞
台
美
術
家
、

振
付
家
、
個
人
の
映
像
作
家
な
ど
、
無
か

ら
モ
ノ
を
つ
く
っ
て
い
る
創
造
を
仕
事
と

す
る
者
（
製
造
業
）。
も
う
一
方
は
、
解

釈
系
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト Interpretative 

Artist

：
戯
曲
家
の
作
品
を
演
ず
る
「
役

者
」、
振
付
家
の
作
品
を
踊
る
「
ダ
ン

サ
ー
」、作
曲
家
の
作
品
を
弾
く「
演
奏
家
」

な
ど
。
ク
リ
エ
イ
ト
す
る（
つ
く
る
）ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
つ
く
っ
た
も
の
を
実
践
す
る

者
（
解
釈
業
）。

　

今
、
社
会
の
中
で
生
き
て
行
く
の
が
一

番
困
難
な
ジ
ャ
ン
ル
は
、
解
釈
系
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
よ
り
も
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
系
の

方
だ
そ
う
だ
。

　

そ
し
て
、
そ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
は
六

つ
の
段
階
が
あ
る
と
の
定
義
。

１
．
生
活
に
も
チ
ャ
ン
ス
に
も
飢
え
て
い

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

２
．
芸
術
家
稼
業
以
外
の
職
で
生
活
費
を

稼
い
で
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

３
．
芸
術
家
稼
業
だ
け
で
食
べ
て
い
け
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト

４
．
頭
角
を
現
し
始
め
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

５
．
名
の
よ
く
知
ら
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

６
．（
過
去
の
巨
匠
で
は
な
く
）
今
こ
の

時
代
に
生
き
て
作
品
を
つ
く
り
続
け

て
い
る
現
存
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

塩
谷
陽
子「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
芸
術
家
と
共
存
す
る
街
」一
九
八
八
よ
り

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
成
長
の
起
爆
剤
と
な

る
と
確
信
す
る
。
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おしゃれなタンブラー
ガラススタジオにて
廃瓶を材料とした

オリジナル・グラスウエアの販売
（受注生産）を開始いたします。

第一弾の作品は、
ミネラルウォーターを
利用したタンブラーです。
アート・ビオトープ那須
オリジナルタンブラー

￥1,260

「レクチャー」 講座90分　各4，000円
伊東豊雄（建築家）/井上ひさし（小説家、劇作家）/桐島洋子（作家）
塚田晴可（「ギャラリー無境」主人）/てんつくマン（路上人、元・軌保博光）
新見隆（武蔵野美術大学教授）
馬場浩史（「スターネット・カフェ」［馬場浩史環境設計事務所］主宰）
李 禹煥（美術家）/李鳳宇（映画プロデューサー）
伊地知裕子（アートディレクター、「MUSE COMPANY」代表）
伊藤俊治（美術史家、東京藝術大学教授）/伊東豊雄（建築家）
川崎景介（花文化研究家、マミフラワーデザイン・スクール校長）
遠山公一（慶應義塾大学教授）/原宏隆（ソムリエ、「アカデミー・デュ・ヴァン」）
吉田加南子（詩人）
熊倉純子（東京藝術大学准教授）/竹村真一（文化人類学者、京都造形芸術大学教授）
新見隆（武蔵野美術大学教授）/原宏隆（ソムリエ、「アカデミー・デュ・ヴァン」）
安田登（能楽師）

「ワークショップ」
10：30～　10,000円（1日）　＊3日間の連続受講をおすすめします。
「暮らしのかたち-土に親しむ三日間」
中村錦平・中村洋子・樋口健彦（陶芸作家）
13：00～　4,000円（吹ガラス1体験）　＊1日限定8組要予約
「炉をつくるから始まる二日間－ガラスの魅惑」高橋禎彦（ガラス作家）
11：00～　8,000円（教材費込）
「室礼－日本の風土と美の風習」山本三千子（室礼研究家）
13：00～　無料
「からくりおたのしみ」半屋弘蔵（からくり人形師）
14：00～　6,000円
「蜂と人と自然の新しい関係」藤原誠太（養蜂家）
11：00～　6,000円
「ベルエポック・古き良き時代の仏蘭西料理」宮﨑康典（二期倶楽部総料理長）
14：00～　6,000円
「バロック音楽とチェンバロに親しむ」平かおり（チェンバロ奏者）
11：00～　6,000円　＊子供参加（5歳以上保護者同伴）は半額にて承ります。
「摘み草ウォークを楽しむ」篠原準八（山野草研究家）

「夜の会－夕食ビュッフェとワン・ドリンクの交歓会」 19：00～ 各6，000円
吉田加南子（詩人）＋ワサブロー（シャンソン歌手）
原壮介（ギター奏者）
平かおり（チェンバロ奏者）

「山のシューレ」
8/28㈭～31㈰1 ア

ー
ト・フ
ェ
ス
タ
那
須
２
０
０
８
イ
ベ
ン
ト

にき倶楽部１９８６［二期ホール］で展示。
会期中展示替えがあります。
03（5410）5135　オランダ・アウトサイダー・アート展

特別企画「オランダ・アウトサイダー・アート展」
8/29㈮～11/16㈰2

アート・ビオトープ那須周辺
03（5410）5135　アート・フェスタ那須2008事務局

マーケット
8/29㈮・30㈯・31㈰, 11/15㈯・16㈰3

03（5410）5135　アート・フェスタ那須2008事務局
＊宿泊お申し込み　0287（78）2215二期倶楽部予約係

二期倶楽部　Hotel in Hotel　“Konomi”
11/15㈯・16㈰一般公開展覧　11/17㈪～12/25㈭予約宿泊4

にき倶楽部１９８６内、観季館

アート・ギャラリー
11/15㈯・16㈰　　5

にき倶楽部１９８６内、観季館　15，000円
ワサブロー： 京都出身、パリ在住30有余年。和製シャンソンの域を

超えた国際的アーチスト。

秋の音楽会―ワサブロー　シャンソンを謳う―
11/16㈰18：00～6

前編

0287（78）7833　山のシューレ事務局　
e-mail:schule@nikiresort.jp 　
お申し込みＦＡＸ　0287（78）6627　アート・ビオトープ那須

29㈮

30㈯

31㈰

28㈭
29㈮
30㈯

30㈯
31㈰

29㈮
30㈯
31㈰

30㈯

31㈰
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ま
づ
は
校
庭
の
緑
化
で
あ
る
。
し
か

し
敷
地
は
海
岸
の
す
ぐ
横
に
位
置
し
潮
風

が
当
た
り
塩
害
、
乾
燥
に
強
い
植
物
で
な

い
と
ま
づ
育
た
な
い
。
そ
こ
で
学
校
の
近

く
の
植
生
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
海
岸
線

を
歩
い
て
み
た
。
小
豆
島
の
海
岸
線
の
総

延
長
は
126
㎞
、
属
島
を
含
め
る
と
170
㎞
に

達
す
る
。
日
本
列
島
も
海
に
囲
ま
れ
た
島

国
、
そ
の
海
岸
線
は
長
大
な
も
の
で
あ
る
。

昔
は
白
砂
青
松
と
い
わ
れ
美
し
い
景
観
が

全
国
津
々
浦
々
に
見
ら
れ
た
が
、
高
度
成

長
以
後
の
日
本
の
海
岸
線
は
、
大
量
の
漂

着
物
（
ゴ
ミ
）
が
吹
き
溜
ま
り
、
そ
れ
も

自
然
に
戻
る
こ
と
の
な
い
ビ
ニ
ー
ル
や
ポ

リ
類
が
海
岸
線
を
汚
し
て
い
る
。
護
岸
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
、
テ
ト
ラ

ポ
ッ
ト
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
砂
浜
の
続
く

純
自
然
海
岸
は
日
に
日
に
減
少
を
続
け
て

い
る
。
海
岸
に
自
生
す
る
植
物
も
減
少
し
、

今
や
絶
滅
寸
前
の
状
況
で
あ
る
。
幸
い
な

こ
と
に
小
豆
島
で
は
、
未
だ
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
ス
ポ
ッ
ト
的
に
海
岸
植
生
が
残
っ
て

お
り
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
。
こ
れ
ら
の
植
物

を
保
護
保
全
し
、
戸
形
小
学
校
の
校
庭
を

実
験
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
て
海
岸
ビ
オ
ト
ー

プ
を
再
生
し
よ
う
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
。

現
在
、
全
国
の
小
、
中
学
校
で
校
庭

を
芝
生
で
緑
化
す
る
運
動
が
盛
ん
で
東
京

で
も
日
に
日
に
校
庭
が
緑
化
さ
れ
始
め
て

い
る
。
し
か
し
、
海
岸
ビ
オ
ト
ー
プ
に
よ

る
緑
化
は
私
の
知
る
限
り
全
国
に
そ
の
事

例
は
な
い
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功

さ
せ
て
、
海
岸
植
生
再
生
モ
デ
ル
・
ガ
ー

デ
ン
と
し
て
日
本
全
国
に
情
報
を
発
信
し
、

現
在
全
滅
に
瀕
し
て
い
る
日
本
の
海
岸
線

を
生
き
返
ら
せ
ゴ
ミ
を
除
去
し
て
、
美
し

い
日
本
の
景
観
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
い
も

の
で
あ
る
。

ま
づ
は
一
番
大
切
な
基
盤
の
整
備
と

し
て
植
物
が
生
育
す
る
土
壌
を
作
る
こ
と

で
あ
る
。
校
庭
は
永
い
間
に
渡
り
、
子
供

た
ち
に
踏
ま
れ
た
土
地
で
固
く
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
を
す
べ
て
掘
り
お
こ
し
、
土
壌

改
良
剤
を
入
れ
て
、
土
地
を
改
良
し
、
保

水
性
、
排
水
性
が
良
く
、
肥
沃
で
多
く
の

有
益
な
土
壌
微
生
物
が
住
む
土
に
よ
み
が

え
ら
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ

に
使
用
さ
れ
る
植
物
と
し
て
は
小
豆
島
の

海
岸
線
に
見
ら
れ
る
こ
の
土
地
に
あ
っ
た

も
の
で
あ
る
。
ハ
マ
エ
ン
ド
ウ
・
ハ
マ
ヒ

ル
ガ
オ
・
ハ
マ
ダ
イ
コ
ン
・
ハ
マ
ボ
ウ
フ

て
、
人
材
の
育
成
に
貢
献
す
る
。
こ
の
活

動
に
よ
っ
て
、旧
戸
形
小
学
校
「
ア
ー
ト
・

ビ
オ
ト
ー
プ
小
豆
島
」
に
訪
れ
関
わ
る
す

べ
て
の
人
々
に
、小
豆
島
の
「
自
然
環
境
」

と
「
学
び
の
場
」
に
誇
り
を
感
じ
て
も
ら

い
、
よ
り
一
層
の
地
域
活
性
化
に
寄
与
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

こ
の
法
人
は
、
小
豆
島
土
庄
地
区
住

民
、
旧
戸
形
小
学
校
卒
業
生
を
は
じ
め
、

来
島
者
等
、
幅
広
い
人
々
を
対
象
と
し
ま

す
。
旧
戸
形
小
学
校
が
培
っ
て
き
た
「
学

び
」
の
歴
史
を
活
か
し
、「
芸
術
」「
文
化
」

「
ス
ポ
ー
ツ
」
な
ど
の
体
験
機
会
を
通
じ

平
成
20
年
５
月
26
日
、
香
川
県
に
て

「
ア
ー
ト
・
ビ
オ
ト
ー
プ
」が
設
立
認
証
さ
れ
る
。

ウ
等
々
。
岩
場
に
は
、
ツ
ワ
ブ
キ
・
ハ
マ

ナ
デ
シ
コ
等
々
。
校
庭
の
周
り
の
植
栽
樹

種
と
し
て
は
、
海
岸
線
に
多
く
見
ら
れ
る

ウ
バ
メ
ガ
シ
・
ト
ベ
ラ
・
ハ
マ
ゴ
ウ
・
ヤ

ブ
ツ
バ
キ
等
々
が
考
え
ら
れ
る
。
ど
の
よ

う
に
植
栽
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
か
新
し
い

試
み
で
あ
り
色
々
と
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
な
が
ら
実
践
し
た
い
。「
校
庭
ビ
オ
ト
ー

プ
愛
護
会
」
を
結
成
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
、
こ
の
活
動
を
実
践
し
た
い
も
の
で
あ

る
。
ま
た
陸
地
に
限
ら
ず
海
の
中
も
対
象

地
で
、
海
中
に
も
植
物
で
あ
る
種
々
の
海

藻
が
自
生
し
て
い
る
。
今
日
こ
れ
ら
の
植

物
は
「
磯
焼
け
」
と
い
う
現
象
で
絶
滅
に

瀕
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
生
態
系
も
保
全

し
た
い
も
の
で
あ
る
。

開
発
に
よ
っ
て
益
々
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
動
植
物
の
生
息
空
間
を
保
全
、
復
元
、

再
生
す
る
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
は
、
こ
れ

か
ら
の
日
本
を
担
う
、
青
少
年
の
環
境
教

育
の
一
環
と
し
て
も
素
晴
し
い
活
動
で
あ

る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
と
確
信
す
る
。

日
本
の
海
岸
線
、景
観
を
蘇
ら
せ
た
い
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そ
の
昔
、
好
き
で
愛
読
し
て
い
た
フ
ラ

ン
ス
文
学
者
、
岡
谷
公
二
さ
ん
の
著
作
に
、

た
し
か
、
タ
ヒ
チ
に
渡
っ
て
晩
年
を
過
ご

し
た
、
後
期
印
象
派
屈
指
の
画
家
、
ポ
ー

ル
・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
を
語
り
な
が
ら
の
、「
文

明
の
自
己
否
定
性
」
と
い
う
言
葉
が
あ
っ

て
、
い
た
く
感
心
し
た
こ
と
が
あ
る
。
岡

谷
さ
ん
は
、
窮
屈
で
抑
圧
的
に
な
り
つ
つ

あ
っ
た
、
一
九
世
紀
以
来
の
、
近
代
的
な

都
心
に
対
比
し
な
が
ら
、
そ
の
正
反
対
の
、

ユ
ー
ト
ピ
ア
と
い
う
か
、
豊
か
な
感
覚
を

醸
成
す
る
場
、
自
然
の
な
か
で
の
人
間
性

の
解
放
の
可
能
性
と
し
て
、
瀬
戸
の
島
島

や
沖
縄
の
こ
と
を
、
い
つ
も
、
熱
く
語
ら

れ
て
い
た
の
で
、
共
感
を
覚
え
な
が
ら
、

よ
く
読
ん
だ
。
そ
う
い
う
時
、
人
間
の
赤

裸
裸
な
情
熱
は
、
つ
ね
に
、
南
に
向
か
う

の
だ
ろ
う
か
。

　

た
し
か
記
憶
に
よ
れ
ば
、「
血
が
澱
む
」、

「
そ
の
永
遠
に
続
く
よ
う
な
停
滞
」
に
耐

え
ら
れ
ず
に
、
旅
に
出
る
の
だ
と
、
自
ら

を
開
け
放
っ
て
、
語
っ
て
お
ら
れ
た
。
そ

う
い
う
、
逃
避
者
と
い
う
か
、
都
市
に

集
中
す
る
、
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
で
は
あ
る

が
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
情
報
と
、
集

中
的
な
文
化
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
背
を
向
け

て
戸
惑
う
人
人
に
、
利
便
性
や
効
率
性
に

押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
行
き
惑
う

人
人
に
、
自
ら
を
重
ね
な
が
ら
、
否
応
無

く
ひ
き
つ
け
ら
れ
て
お
ら
れ
た
わ
け
だ
ろ

う
。
日
本
の
戦
前
に
、
た
し
か
に
あ
っ
た
、

国
策
的
な
意
味
で
の
、
南
方
幻
想
を
別
に

し
て
も
、
南
洋
庁
の
官
吏
と
し
て
赴
任
し

た
、「
李
陵
」、「
山
月
記
」
な
ど
の
中
国

古
譚
で
有
名
な
中
島
敦
も
、『
宝
島
』
の

作
者
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
の
美
し
い
伝
記
、

｢

光
と
風
と
夢
」
を
残
し
た
。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
中
島
敦
も
、
現
実
逃

避
者
と
言
う
べ
き
か
、
戦
前
の
日
本
に

あ
っ
て
、
中
国
の
古
い
歴
史
や
、
南
方
幻

想
に
勇
躍
と
し
て
遊
ん
だ
、
ユ
ー
ト
ピ
ア

志
向
者
だ
っ
た
わ
け
だ
。
種
田
山
頭
火
と

並
ん
で
、
愛
読
す
る
、
自
由
短
詩
、
自
由

俳
句
の
尾
崎
放
哉
も
、
よ
く
知
ら
れ
た
よ

う
に
、
エ
リ
ー
ト
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら

ド
ロ
ッ
プ
・
ア
ウ
ト
し
て
、
若
狭
の
小
浜

を
へ
て
、
小
豆
島
に
流
れ
着
い
て
、
赤
貧
、

作
句
三
昧
の
最
後
を
遂
げ
た
。
私
ど
も
凡

人
に
は
、
何
と
も
魅
力
的
で
、
ま
た
い
っ

ぽ
う
と
う
て
い
真
似
の
出
来
な
い
、
凄
惨

な
生
涯
に
も
映
る
が
、
さ
あ
、
果
た
し
て
、

そ
の
真
実
は
、
如
何
な
る
も
の
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

　

現
在
、
さ
か
ん
に
話
題
に
な
っ
て
い
る
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
意
識
、
自
然
回
帰
、
エ

コ
ロ
ジ
ー
、
環
境
保
護
、
身
体
性
の
回
復
、

ア
ー
ト
や
文
化
に
よ
る
場
の
活
性
化
な
ど

の
多
く
は
、
そ
の
ル
ー
ツ
を
、
遠
く
一
九

世
紀
末
に
、
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
、
都
市
の
喧
騒
と

圧
迫
を
逃
れ
て
、
画
家
や
建
築
家
、
場
合

に
よ
っ
て
は
ダ
ン
サ
ー
た
ち
が
、
郊
外
の

森
に
集
っ
て
共
同
生
活
し
た
、
芸
術
家
村
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ー
が
、
そ
れ
に

あ
た
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
日
本
に
較
べ

て
、
は
る
か
に
都
市
の
歴
史
、
そ
の
地
層

の
厚
み
が
大
き
く
、
公
園
や
広
場
に
集
う
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
楽
し
む
人
人
を

多
く
見
か
け
る
。
そ
れ
で
も
、
世
紀
末
当

時
、
芸
術
家
た
ち
は
、
効
率
や
利
便
性
を

追
求
す
る
都
市
の
息
苦
し
さ
に
耐
え
ら
れ

な
い
で
、
脱
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
状
況
を
考
え
る
と
き
、
現
在
の
日

本
で
は
、
頭
を
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
の
は
、

私
だ
け
だ
ろ
う
か
。

新
見 

隆 [

に
い
み
り
ゅ
う]

武
蔵
野
美
術
大
学
芸
術
文
化
学
科
教
授

ギ
ャ
ラ
リ
ー
册
、
ア
ー
ト
・
ビ
オ
ト
ー
プ
那
須　

顧

問
・
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

望
月 

昭 [

も
ち
づ
き
あ
き
ら]

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
、
元
兵
庫
県
淡

路
景
観
園
芸
学
校
教
授

小
豆
島
土
庄
町
旧
戸
形
小
学
校
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ユ
ー
ト
ピ
ア
と
し
て
の
南

｜
リ
ゾ
ー
ト
と
、文
化
の
場
の
起
源
を
訪
ね
て（
一
）



文
化
の
恵
み
を
祝
す
収
穫
祭

「
ア
ー
ト・フ
ェ
ス
タ
那
須
２
０
０
８
」開
催
！
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卓
夫
流
デ
ザ
イ
ン
と
、

九
谷
の
上
絵
付
け
に
挑
戦
！

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
デ
ザ
イ
ン
か
ら

上
絵
ま
で
」
が
始
ま
っ
た
。
カ
イ
ロ
灰
の

線
を
、
能の

と登
呉ご

す須
（
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
）

で
な
ぞ
り
、
骨こ

つ

が描
き
と
呼
ば
れ
る
輪
郭
を

描
き
お
こ
し
た
。
和
絵
具
は
、「
描
く
」

よ
り
も
「
乗
せ
る
」
よ
う
に
す
る
の
が
ポ

イ
ン
ト
だ
。

色
鮮
か
な
作
品
に　

感
動
の
声

天
候
に
恵
ま
れ
た
二
日
目
。
公
開
制
作

の
後
、
待
望
の
窯
出
し
。
受
講
生
か
ら
は

「
き
れ
い
」「
鮮
や
か
！
」
と
感
嘆
の
声
が

あ
が
っ
た
。
次
は
「
金
箔
貼
り
」。
ま
ず
、

フ
ラ
ッ
キ
ス
や
テ
レ
ピ
ン
と
い
っ
た
材
料

を
混
ぜ
て
作
っ
た
油
を
、
金
箔
を
貼
り
た

い
部
分
に
筆
で
塗
っ
て
い
く
。
金
箔
を
移

し
た
ら
、
油
を
塗
っ
た
部
分
に
こ
の
箔
を

貼
り
付
け
る
。
金
箔
を
真
綿
で
や
さ
し
く

た
た
き
、
定
着
さ
せ
て
い
っ
た
。
き
ら
き

ら
に
眩
し
い
作
品
に
仕
上
げ
、
全
行
程
が

終
了
。
参
加
者
か
ら
は
、
満
足
げ
な
表
情

で
「
楽
し
か
っ
た
」「
充
実
し
た
二
日
間

で
し
た
！
」「
こ
ん
な
に
ス
テ
キ
な
作
品

が
作
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」
な

ど
、う
れ
し
い
感
想
と
笑
顔
を
い
た
だ
い
た
。

自
然
と
感
性
の
交
わ
り

創
作
に
夢
中
に
な
り
な
が
ら
も
、
の

ん
び
り
と
散
策
し
て
、
自
然
を
満
喫
す
る

時
間
。
二
日
間
に
わ
た
る
滞
在
型
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
大
盛

況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

ス
ラ
イ
ド
レ
ク
チ
ャ
ー
で
み
る

作
風
と
思
想

中
村
氏
の
、
伝
統
や
空
間
に
対
す
る

考
え
方
を
、
作
品
の
ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が

ら
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。

一
つ
目
の
特
徴
で
あ
る
「
空
間
観
」
は
、

す
べ
て
の
作
品
に
共
通
す
る
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
。
例
え
ば
代
表
作
「
器
に
な
る
こ
と

を
や
め
た
う
つ
わ
」【
①
】
を
見
て
み
る

と
、
題
名
の
ご
と
く
、
器
か
オ
ブ
ジ
ェ
か

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
氏
は
、
建
築
と
作

品
と
が
生
み
出
す
空
間
の
面
白
さ
に
ま
で
、

作
品
の
存
在
が
及
ん
で
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
の
特

徴
が
、
鮮
や
か
な
模
様
。
伝
統
的
な
九
谷

の
和
絵
具
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
一
風
変

わ
っ
た
デ
ザ
イ
ン
と
、
梅
山
窯
独
自
の
象

嵌
色
絵
技
法
と
で
、
新
鮮
な
作
品
を
作
り

出
し
て
い
る
。

琳
派
に
学
ん
で
制
作
に
取
り
く
む

江
戸
時
代
に
活
躍
し
た
琳
派
は
、
大
胆

な
構
図
を
、
型
紙
を
も
ち
い
同
じ
パ
タ
ー

ン
を
繰
り
返
し
描
く
技
法
を
特
色
と
し
た
。

中
村
氏
は
、
日
本
を
感
じ
る
琳
派
の
模
様

に
魅
力
を
感
じ
て
お
り
、
何
枚
も
の
図
版

を
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
た
。「
作
品
の
上
に
、

角
度
を
変
え
な
が
ら
模
様
を
合
わ
せ
て

い
き
、
配
置
を
決
め
る
と
鉛
筆
で
線
を
写

し
て
い
く
。
更
に
、
紙
を
裏
返
し
て
カ
イ

ロ
灰
で
鉛
筆
の
線
を
な
ぞ
り
、
な
ぞ
っ
た

面
を
作
品
に
押
さ
え
つ
け
て
線
を
写
し
取

る
。」
と
講
義
さ
れ
、
賑
や
か
な
ム
ー
ド

の
中
、
午
前
の
レ
ク
チ
ャ
ー
が
終
了
。

土のやわらかさを感じる
―中村卓夫のかたち

人と自然から刺激を受ける、参加型陶芸ワークショップ開催

WORK

SHOP

中村卓夫
ワークショップ
レポート

「
山
の
シ
ュ
ー
レ
」。
那
須
山
麓
横
沢

地
区
に
あ
る
ア
ー
ト
・
ビ
オ
ト
ー
プ
那
須

で
開
催
さ
れ
る
３
日
間
の
オ
ー
プ
ン
カ

レ
ッ
ジ
。
各
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々

を
講
師
と
し
て
招
き
「
芸
術
、
日
本
、
地

域
学
レ
ク
チ
ャ
ー
」
か
ら
「
モ
ノ
作
り
、

自
然
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
ま
で
、
日

常
生
活
を
よ
り
豊
か
に
過
ご
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
盛
り
だ
く
さ

ん
。
さ
ら
に
音
楽
と
共
に
過
ご
す
「
夜
の

会
」
で
は
講
師
、
受
講
者
の
交
流
を
通
し

て
、
気
づ
き
に
よ
る
新
た
な
発
見
へ
と
つ

な
げ
て
下
さ
い
。
老
若
男
女
問
わ
ず　

幅

広
く
、
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き

た
く
、
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
一
同
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

﹇
講
師
（
五
十
音
順
敬
称
略
）﹈

伊
地
知
裕
子
（
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、

「M
USE COM

PANY

」
代
表
）、
伊
藤
俊

治
（
美
術
史
家
、
東
京
藝
術
大
学
教
授
）、

伊
東
豊
雄
（
建
築
家
）、井
上
ひ
さ
し
（
小

説
家
、
劇
作
家
）、
奥
野
憲
一
（
東
京
国

際
ガ
ラ
ス
学
院
副
学
院
長
）、
川
崎
景
介

（
花
文
化
研
究
家
、
マ
ミ
フ
ラ
ワ
ー
・
デ

ザ
イ
ン
・
ス
ク
ー
ル
校
長
）、
桐
島
洋
子

（
作
家
）、
熊
倉
純
子
（
東
京
藝
術
大
学
准

教
授
）、
篠
原
準
八
（
山
野
草
料
理
研
究

家
）、
高
橋
禎
彦
（
ガ
ラ
ス
作
家
）、
竹
村

真
一
（
文
化
人
類
学
者
、
京
都
造
形
芸
術

大
学
教
授
）、
塚
田
晴
可
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー

無
境
主
人
）、
て
ん
つ
く
マ
ン
（
路
上
人
、

元
・
軌
保
博
光
）、
遠
山
公
一
（
慶
應
義

塾
大
学
教
授
）、
中
村
錦
平
（
陶
芸
作
家
）、

中
村
洋
子
（
陶
芸
作
家
）、
新
見
隆
（
武

蔵
野
美
術
大
学
教
授
）、
馬
場
浩
史
（「
ス

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
カ
フ
ェ
」「
馬
場
浩
史
環

境
設
計
事
務
所
」主
宰
）、平
か
お
り（
チ
ェ

ン
バ
ロ
奏
者
）、
原
荘
介
（
ギ
タ
リ
ス
ト
）、

原
宏
隆
（
シ
ニ
ア
・
ワ
イ
ン
・
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
、「
ア
カ
デ
ミ
ー
・
デ
ュ
・
ヴ
ァ
ン
」）、

半
屋
弘
蔵
（
か
ら
く
り
人
形
師
）、
樋
口

健
彦
（
陶
芸
作
家
）、
藤
原
誠
太
（
養
蜂

家
）、
宮
﨑
康
典
（「
二
期
倶
楽
部
総
料
理

長
」）
安
田
登
（
能
楽
師
）、
山
本
三
千
子

（
室
礼
研
究
家
）、
吉
田
加
南
子
（
詩
人
）、

李 

禹
煥
（
美
術
家
）、
李
鳳
宇
（
映
画
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）、
ワ
サ
ブ
ロ
ー
（
シ
ャ

ン
ソ
ン
歌
手
）

「
オ
ラ
ン
ダ
・
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
・
ア
ー

ト
展
」
は
、
20
世
紀
初
頭
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
精
神
科
医
た
ち
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、

そ
の
後
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
（Jean 

Dubuff et1901-85

）
と
し
て
も
賞
賛
し
高

ま
り
を
み
せ
た
芸
術
で
す
。
オ
ラ
ン
ダ
の

施
設
「
ヘ
ー
レ
ン
・
プ
ラ
ー
ツ
」
な
ど
、

正
規
の
美
術
教
育
を
受
け
て
い
な
い
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
絵
画
約
80
点
が
展
示
さ

れ
ま
す
。

稀
代
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
、
二
期
倶
楽

部
の
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
を
「
自
分
好
み
」
の

室
礼
に
リ
・
デ
ザ
イ
ン
す
る
「
二
期
倶
楽

部　

H
otel in H

otel　
〝K

onom
i

〞
」。

世
界
に
た
っ
た
ひ
と
つ
の
部
屋
と
し
て
提

案
し
、
一
般
公
開
後
、
事
前
予
約
で
宿
泊

で
き
る
よ
う
で
す
。
お
楽
し
み
に
！

　
　

﹇
参
加
ク
リ
エ
イ
タ
ー
﹈

甘
露
寺
芳
子
（
ス
タ
イ
リ
ス
ト
）

ヒ
ロ
コ
・
コ
シ
ノ

（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

須
藤
玲
子

（
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

塚
田
晴
可
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
無
境
主
人
）

松
浦
弥
太
郎

（
文
筆
家
、「
暮
ら
し
の
手
帖
」
編
集
長
）

皆
川
明

（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

こ
の
ほ
か
、「
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
タ
那

須　

２
０
０
８
」（
８
／
28
〜
11
／
16
）

期
間
中
、「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
は
、
工
芸

作
家
に
よ
る
展
示
販
売
。
二
期
倶
楽
部
主

催
「
秋
の
音
楽
会―

ワ
サ
ブ
ロ
ー　

シ
ャ

ン
ソ
ン
を
謳
う―

」。
ア
ト
リ
エ
ワ
ン
制

作
に
よ
る
展
示
台
を
活
用
し
た
、
出
展
者

に
よ
る
臨
時
市
場
で
は
、
地
元
産
野
菜
や

果
実
他
特
産
品
を
紹
介
し
ま
す
。

（
詳
細
は
4
P
参
照
）

東
京
か
ら
東
北
新
幹
線
で
75
分
。
御
用
邸
を
有
し
、古
く
か
ら
リ
ゾ
ー

ト
地
と
し
て
愛
さ
れ
て
き
た
那
須
高
原
。
今
夏
ス
タ
ー
ト
す
る「
ア
ー

ト
・
フ
ェ
ス
タ
那
須　

２
０
０
８
」は
、
温
泉
、
ゴ
ル
フ
に
代
わ
る
新

し
い
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、
さ
ら
に
、
地
域
振
興
運
動
と
な
る

こ
と
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

文
化
の
恵
み
を
祝
す
収
穫
祭
ー

「
ア
ー
ト・フ
ェ
ス
タ
那
須
２
０
０
８
」開
催
！

4回目の特別ワークショップが、5月17、18日の2日間、開催された。講師は、
金沢在住の中村卓夫氏。

公開制作レポート

一
八
日
の
午
前
、
中
村
卓
夫
氏
の
公
開
制
作

が
行
わ
れ
た
。
タ
タ
ラ
づ
く
り
（
板
づ
く
り
と

も
言
う
）
の
技
法
を
得
意
と
す
る
氏
。
一
本
の

切
り
糸
で
、
土
の
塊
か
ら
作
品
を
生
み
出
し
て

い
く
様
子
は
圧
巻
。
み
る
み
る
う
ち
に
土
の
形

が
変
わ
っ
て
い
き
、
受
講
生
か
ら
は
驚
き
の
声

が
あ
が
っ
た
。
土
の
、
生
ま
れ
た
て
の
や
わ
ら

か
さ
を
大
切
に
し
た
作
品
か
ら
、
作
家
の
や
さ

し
い
人
柄
が
伝
わ
る
。

一
瞬
で
現
れ
る
、

タ
タ
ラ
づ
く
り
の
美
し
さ―

―

目
の
前
で
披
露
さ
れ
る
妙
技
を
見
る

【①】

0120‒087962
☎0879‒62‒2111（代表）

予約専用フリーダイヤル

美
し
の
島
、

　
　
　

癒
し
の
楽
園

http://www.healthyolive.com/
0120‒77‒0000

小豆島ヘルシーランド㈱

‶自然の恵み"
オリーヴのスキンケア

つ な ご う 自 然 、歴 史 、仲 間 。

　
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

●
地
産
の
お
惣
菜（
現
場
調
理
歓
迎
）

●
海
鮮（
干
物
、加
工
品
）

●
食
品(

加
工
品)

●
青
果

●
生
花

●
植
栽　

そ
の
他

ス
タ
ッ
フ
募
集

●
シ
ョ
ッ
プ
ス
タ
ッ
フ

　

   

経
験
者
歓
迎

●
ア
ー
ト
・
ビ
オ
ト
ー
プ
ス
タ
ッ
フ

　

・  

工
房
、A
I
R
の
施
設
運
営
、

企
画
、広
報
、制
作

　

   

学
芸
員
資
格
者
歓
迎

問
い
合
わ
せ
先

　

０
３―

６
８
２
６―

３
５
５
０

ア
ー
ト
・
ビ
オ
ト
ー
プ
小
豆
島

　

東
京
準
備
事
務
局

アート・ビオトープ小豆島で働きませんか

初夏の花  山法師
　初夏万緑、尾根に腰を下ろすとポツン、あるいはポツン

又ポツンと樹冠一面に雪を乗せたような白い花が目に飛

び込んできます。ヤマボウシである。ヤマボウシは、ほぼ

５年に一度、全山一斉開花をする面白い木です。有り余る

程の果実を結ぶ開花は、種を散布する動物たちに、種ま

で砕く上位の動物が果実を食べ残してくれる自然の仕組

みであろうか。

　ヤマボウシは、実はハナミズキと近縁で両者の花の構

造は同じである。二・三十の花が金平糖のように中央に集

まり、その周りを花弁のような四枚の苞が取り囲んで全

体で一輪の花のように見えます。ハナミズキは公園や街

路樹によく似合いますが、四枚の苞が江戸の植木屋に嫌

われたヤマボウシは、庭師を入れない自然風の庭にもっ

と取り入れられてよい我が国の優れた落葉樹である。

　小豆島でヤマボウシが集められている所があるので

ご紹介しましょう。そこは段山といって少し不便な所で

す。その山の上には、終戦直後、開拓集落があって委託で

野菜の種採り栽培が行われていました。戦後を忘れるこ

とはありませんが、その開墾畑の後地が今では別荘地に

なっていて入り口附近にヤマボウシが配されています。う

まく一斉開花に巡り合えば、清楚なヤマボウシが集まり

咲く景観に心打たれることでしょう。

は
柔
ら
か
な
タ
ッ
チ
の
絵
と
、
ど
こ
か
不

思
議
で
お
か
し
み
の
あ
る
緻
密
な
世
界
観

に
あ
る
。

「
ヨ
ー
ヨ
ー
と
コ
コ
」
は
１
９
９
２
年

に
半
年
間
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
放
映
さ
れ
た
作
品
。
わ
ず
か
５
分
の

短
い
放
映
は
、
一
話
ご
と
の
ミ
ニ
ス
ト
ー

リ
ー
と
そ
れ
に
合
わ
せ
た
料
理
レ
シ
ピ
が

公
開
さ
れ
る
構
成
で
マ
ニ
ア
の
間
で
話
題

と
な
っ
た
。

今
回
の
展
示
で
は
ア
ニ
メ
に
使
わ
れ

た
セ
ル
画
で
は
な
く
、
原
画
が
中
心
と
な

る
。
小
豆
島
に
展
示
が
決
ま
っ
た
理
由
と

し
て
「
小
豆
島
は
ヨ
ー
ヨ
ー
と
コ
コ
の
世

界
観
で
あ
る
地
中
海
に
浮
か
ぶ
島
の
イ

メ
ー
ジ
に
ぴ
っ
た
り
。
せ
っ
か
く
の
作
品

を
展
示
す
る
場
所
が
な
か
っ
た
の
が
残
念

だ
っ
た
け
ど
小
豆
島
と
い
う
素
敵
な
場
所

が
見
つ
か
っ
て
と
て
も
嬉
し
い
。」
と
は

池
田
先
生
の
談
。
山
梨
県
河
口
湖
に
あ
る

木
ノ
花
美
術
館
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
作

品
が
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
フ
ァ
ン
に

も
今
ま
で
直
接
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
お
宝
の
展
示
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る

と
い
う
。

さ
ら
に
は
作
品
の
中
心
と
な
る
「
海

猫
亭
」
と
い
う
バ
ー
で
お
い
し
い
料
理
を

ふ
る
ま
う
マ
ス
タ
ー
の
ヨ
ー
ヨ
ー
と
娘
の

コ
コ
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
様
、

移
動
式
カ
フ
ェ
「
海
猫
亭
」
が
旧
戸
形
小

学
校
の
校
庭
に
設
置
さ
れ
る
。
太
陽
に
あ

ふ
れ
た
海
を
眺
め
な
が
ら
お
い
し
い
デ

ザ
ー
ト
や
飲
み
物
を
楽
し
め
、
陽
気
な
気

分
で
ア
ー
ト
を
楽
し
め
る
施
設
と
な
り
そ

う
だ
。

日
本
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
作
家
の
第
一

人
者
で
あ
る
池
田
あ
き
こ
先
生
の
作
品

「
ヨ
ー
ヨ
ー
と
コ
コ
」
の
原
画
が
旧
戸
形

小
学
校
の
教
室
に
展
示
さ
れ
る
。
池
田
先

生
は
不
思
議
の
国
「
わ
ち
ふ
ぃ
〜
る
ど
」

の
作
家
と
し
て
有
名
で
、
そ
の
発
行
部
数

は
絵
本
や
小
説
を
合
わ
せ
る
と
通
算
150
万

部
を
こ
え
る
超
人
気
作
家
。
人
気
の
秘
密

八代田 素樹  [やしろだもとき ]
小豆島・渕崎在住

地
霊
か
ら
エ
ナ
ジ
ー
を
い
た
だ
い
て

―
 

イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
庭
園
美
術
館

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
作
家

池
田
あ
き
こ
先
生
の
原
画
。

小
豆
島
に
展
示
決
ま
る
！

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
個
性
を
！

建
築
だ
け
で
な
く
ア
ー
ト
展
で
も
活

躍
中
の
ア
ト
リ
エ
・
ワ
ン
が
デ
ザ
イ
ン
し

た
可
動
式
ワ
ゴ
ン
が
、
那
須
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
デ
ヴ
ュ
ー
し
ま
す
。
世
界
の
市
場
を

研
究
し
て
い
る
彼
ら
の
、
オ
ブ
ジ
ェ
と
し

て
も
美
し
い

ワ
ゴ
ン
で
す
。

さ
ら
に
来
春

に
は
、
小
豆

島
に
も
お
目

見
え
し
ま
す
。

高
松
の
東
、
豪
州
の
「
エ
ア
ー
・
ロ
ッ

ク
」
と
見
ま
が
う
山
頂
の
平
ら
な
屋
島
。

そ
の
東
側
「
屋
島
古
戦
場
」
入
り
江
。
そ

し
て
、
五
剣
山
。
四
国
八
十
八
ヵ
所
霊

場
「
84
番
屋
島
寺
、
85
番
八
栗
寺
」
に
は

さ
ま
れ
た
の
ど
か
な
所
、
庵
治
石
の
産
地
、

石
工
衆
の
町
「
牟
礼
」。
こ
の
石
鎚
の
音

が
響
く
一
角
に
「
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
庭
園

美
術
館
」
が
あ
る
。

日
系
２
世
の
芸
術
家
イ
サ
ム
・
ノ
グ

チ
は
、
１
９
０
４
年
に
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス

で
生
ま
れ
、
幼
少
時
は
日
本
で
過
ご
し
ま

し
た
。
渡
米
後
、
欧
米
を
巡
り
な
が
ら
創

作
活
動
を
続
け
１
９
６
９
年
か
ら
２
０
年

に
渡
り
、
こ
の
地
で
石
匠
・
和
泉
正
敏
氏

と
と
も
に
制
作
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
「
生

前
の
状
態
を
出
来
る
だ
け
残
し
、
後
世
の

人
々
に〝
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
〞

と
し
て
伝
え
た
い
」
と
い
う
イ
サ
ム
の
遺

志
に
よ
り
、
建
物
だ
け
で
な
く
周
り
の
環

境
を
含
め
た
全
体
が
作
品
で
あ
り
、
美
術

館
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。
シ
ョ
ッ

プ
の
あ
る
受
付
か
ら
、
美
術
館
ス
タ
ッ
フ

の
案
内
で
巡
っ
て
い
く
と
作
業
蔵
が
あ
り
、

主
を
な
く
し
た
道
具
。
展
示
蔵
に
は
大
・

小
の
作
品
が
並
ぶ
。
屋
外
展
示
さ
れ
た
空

間
を
、
石
垣
が
包
み
慈
し
む
よ
う
に
囲
ん

で
い
る
。
イ
サ
ム
が
長
年
培
っ
た
創
造
の

場
は
、
鑑
賞
者
に
無
言
の
力
を
感
じ
さ
せ

る
。彫

刻
庭
園
に
登
り
全
体
を
一
望
す
る

と
、
屋
島
の
水
平
ラ
イ
ン
と
樹
木
の
丸
み

が
生
み
出
す
調
和
が
美
し
い
。
イ
サ
ム
も

此
処
で
多
く
の
時
間
を
過
ご
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

私
も
斜
面
の
芝
に
腰
掛
け
、
夕
焼
け

に
浮
き
出
る
屋
島
の
稜
線
に
思
い
を
は
せ

た
・
・
・

ワ
ゴ
ン
で
す
。

見
え
し
ま
す
。

池田 あきこ　プロフィール
本名　池田晶子。東京、吉祥寺生まれ。
1987年より、架空世界である「わちふぃーるど」と猫のダ
ヤンの物語を描きはじめる。「わちふぃーるど」シリーズを中
心に「YOYO」シリーズや、旅をイラストでつづった「スケッ
チ紀行」シリーズ、作品タイトルは85冊、総発売数で150
万部を超える。その他、教科書の挿絵なとも手がける。
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文
化
の
恵
み
を
祝
す
収
穫
祭

「
ア
ー
ト・フ
ェ
ス
タ
那
須
２
０
０
８
」開
催
！

2 0 0 8

自 然 と 感 性 が 交 わ る 、創 造 の 小 さ き 庭

第 3 号 Jul .

卓
夫
流
デ
ザ
イ
ン
と
、

九
谷
の
上
絵
付
け
に
挑
戦
！

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
デ
ザ
イ
ン
か
ら

上
絵
ま
で
」
が
始
ま
っ
た
。
カ
イ
ロ
灰
の

線
を
、
能の

と登
呉ご

す須
（
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
）

で
な
ぞ
り
、
骨こ

つ

が描
き
と
呼
ば
れ
る
輪
郭
を

描
き
お
こ
し
た
。
和
絵
具
は
、「
描
く
」

よ
り
も
「
乗
せ
る
」
よ
う
に
す
る
の
が
ポ

イ
ン
ト
だ
。

色
鮮
か
な
作
品
に　

感
動
の
声

天
候
に
恵
ま
れ
た
二
日
目
。
公
開
制
作

の
後
、
待
望
の
窯
出
し
。
受
講
生
か
ら
は

「
き
れ
い
」「
鮮
や
か
！
」
と
感
嘆
の
声
が

あ
が
っ
た
。
次
は
「
金
箔
貼
り
」。
ま
ず
、

フ
ラ
ッ
キ
ス
や
テ
レ
ピ
ン
と
い
っ
た
材
料

を
混
ぜ
て
作
っ
た
油
を
、
金
箔
を
貼
り
た

い
部
分
に
筆
で
塗
っ
て
い
く
。
金
箔
を
移

し
た
ら
、
油
を
塗
っ
た
部
分
に
こ
の
箔
を

貼
り
付
け
る
。
金
箔
を
真
綿
で
や
さ
し
く

た
た
き
、
定
着
さ
せ
て
い
っ
た
。
き
ら
き

ら
に
眩
し
い
作
品
に
仕
上
げ
、
全
行
程
が

終
了
。
参
加
者
か
ら
は
、
満
足
げ
な
表
情

で
「
楽
し
か
っ
た
」「
充
実
し
た
二
日
間

で
し
た
！
」「
こ
ん
な
に
ス
テ
キ
な
作
品

が
作
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」
な

ど
、う
れ
し
い
感
想
と
笑
顔
を
い
た
だ
い
た
。

自
然
と
感
性
の
交
わ
り

創
作
に
夢
中
に
な
り
な
が
ら
も
、
の

ん
び
り
と
散
策
し
て
、
自
然
を
満
喫
す
る

時
間
。
二
日
間
に
わ
た
る
滞
在
型
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
大
盛

況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

ス
ラ
イ
ド
レ
ク
チ
ャ
ー
で
み
る

作
風
と
思
想

中
村
氏
の
、
伝
統
や
空
間
に
対
す
る

考
え
方
を
、
作
品
の
ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が

ら
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。

一
つ
目
の
特
徴
で
あ
る
「
空
間
観
」
は
、

す
べ
て
の
作
品
に
共
通
す
る
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
。
例
え
ば
代
表
作
「
器
に
な
る
こ
と

を
や
め
た
う
つ
わ
」【
①
】
を
見
て
み
る

と
、
題
名
の
ご
と
く
、
器
か
オ
ブ
ジ
ェ
か

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
氏
は
、
建
築
と
作

品
と
が
生
み
出
す
空
間
の
面
白
さ
に
ま
で
、

作
品
の
存
在
が
及
ん
で
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
の
特

徴
が
、
鮮
や
か
な
模
様
。
伝
統
的
な
九
谷

の
和
絵
具
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
一
風
変

わ
っ
た
デ
ザ
イ
ン
と
、
梅
山
窯
独
自
の
象

嵌
色
絵
技
法
と
で
、
新
鮮
な
作
品
を
作
り

出
し
て
い
る
。

琳
派
に
学
ん
で
制
作
に
取
り
く
む

江
戸
時
代
に
活
躍
し
た
琳
派
は
、
大
胆

な
構
図
を
、
型
紙
を
も
ち
い
同
じ
パ
タ
ー

ン
を
繰
り
返
し
描
く
技
法
を
特
色
と
し
た
。

中
村
氏
は
、
日
本
を
感
じ
る
琳
派
の
模
様

に
魅
力
を
感
じ
て
お
り
、
何
枚
も
の
図
版

を
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
た
。「
作
品
の
上
に
、

角
度
を
変
え
な
が
ら
模
様
を
合
わ
せ
て

い
き
、
配
置
を
決
め
る
と
鉛
筆
で
線
を
写

し
て
い
く
。
更
に
、
紙
を
裏
返
し
て
カ
イ

ロ
灰
で
鉛
筆
の
線
を
な
ぞ
り
、
な
ぞ
っ
た

面
を
作
品
に
押
さ
え
つ
け
て
線
を
写
し
取

る
。」
と
講
義
さ
れ
、
賑
や
か
な
ム
ー
ド

の
中
、
午
前
の
レ
ク
チ
ャ
ー
が
終
了
。

土のやわらかさを感じる
―中村卓夫のかたち

人と自然から刺激を受ける、参加型陶芸ワークショップ開催

WORK

SHOP

中村卓夫
ワークショップ
レポート

「
山
の
シ
ュ
ー
レ
」。
那
須
山
麓
横
沢

地
区
に
あ
る
ア
ー
ト
・
ビ
オ
ト
ー
プ
那
須

で
開
催
さ
れ
る
３
日
間
の
オ
ー
プ
ン
カ

レ
ッ
ジ
。
各
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々

を
講
師
と
し
て
招
き
「
芸
術
、
日
本
、
地

域
学
レ
ク
チ
ャ
ー
」
か
ら
「
モ
ノ
作
り
、

自
然
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
ま
で
、
日

常
生
活
を
よ
り
豊
か
に
過
ご
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
盛
り
だ
く
さ

ん
。
さ
ら
に
音
楽
と
共
に
過
ご
す
「
夜
の

会
」
で
は
講
師
、
受
講
者
の
交
流
を
通
し

て
、
気
づ
き
に
よ
る
新
た
な
発
見
へ
と
つ

な
げ
て
下
さ
い
。
老
若
男
女
問
わ
ず　

幅

広
く
、
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き

た
く
、
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
一
同
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

﹇
講
師
（
五
十
音
順
敬
称
略
）﹈

伊
地
知
裕
子
（
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、

「M
USE COM

PANY

」
代
表
）、
伊
藤
俊

治
（
美
術
史
家
、
東
京
藝
術
大
学
教
授
）、

伊
東
豊
雄
（
建
築
家
）、井
上
ひ
さ
し
（
小

説
家
、
劇
作
家
）、
奥
野
憲
一
（
東
京
国

際
ガ
ラ
ス
学
院
副
学
院
長
）、
川
崎
景
介

（
花
文
化
研
究
家
、
マ
ミ
フ
ラ
ワ
ー
・
デ

ザ
イ
ン
・
ス
ク
ー
ル
校
長
）、
桐
島
洋
子

（
作
家
）、
熊
倉
純
子
（
東
京
藝
術
大
学
准

教
授
）、
篠
原
準
八
（
山
野
草
料
理
研
究

家
）、
高
橋
禎
彦
（
ガ
ラ
ス
作
家
）、
竹
村

真
一
（
文
化
人
類
学
者
、
京
都
造
形
芸
術

大
学
教
授
）、
塚
田
晴
可
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー

無
境
主
人
）、
て
ん
つ
く
マ
ン
（
路
上
人
、

元
・
軌
保
博
光
）、
遠
山
公
一
（
慶
應
義

塾
大
学
教
授
）、
中
村
錦
平
（
陶
芸
作
家
）、

中
村
洋
子
（
陶
芸
作
家
）、
新
見
隆
（
武

蔵
野
美
術
大
学
教
授
）、
馬
場
浩
史
（「
ス

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
カ
フ
ェ
」「
馬
場
浩
史
環

境
設
計
事
務
所
」主
宰
）、平
か
お
り（
チ
ェ

ン
バ
ロ
奏
者
）、
原
荘
介
（
ギ
タ
リ
ス
ト
）、

原
宏
隆
（
シ
ニ
ア
・
ワ
イ
ン
・
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
、「
ア
カ
デ
ミ
ー
・
デ
ュ
・
ヴ
ァ
ン
」）、

半
屋
弘
蔵
（
か
ら
く
り
人
形
師
）、
樋
口

健
彦
（
陶
芸
作
家
）、
藤
原
誠
太
（
養
蜂

家
）、
宮
﨑
康
典
（「
二
期
倶
楽
部
総
料
理

長
」）
安
田
登
（
能
楽
師
）、
山
本
三
千
子

（
室
礼
研
究
家
）、
吉
田
加
南
子
（
詩
人
）、

李 

禹
煥
（
美
術
家
）、
李
鳳
宇
（
映
画
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）、
ワ
サ
ブ
ロ
ー
（
シ
ャ

ン
ソ
ン
歌
手
）

「
オ
ラ
ン
ダ
・
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
・
ア
ー

ト
展
」
は
、
20
世
紀
初
頭
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
精
神
科
医
た
ち
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、

そ
の
後
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
（Jean 

Dubuff et1901-85

）
と
し
て
も
賞
賛
し
高

ま
り
を
み
せ
た
芸
術
で
す
。
オ
ラ
ン
ダ
の

施
設
「
ヘ
ー
レ
ン
・
プ
ラ
ー
ツ
」
な
ど
、

正
規
の
美
術
教
育
を
受
け
て
い
な
い
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
絵
画
約
80
点
が
展
示
さ

れ
ま
す
。

稀
代
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
、
二
期
倶
楽

部
の
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
を
「
自
分
好
み
」
の

室
礼
に
リ
・
デ
ザ
イ
ン
す
る
「
二
期
倶
楽

部　

H
otel in H

otel　
〝K

onom
i

〞
」。

世
界
に
た
っ
た
ひ
と
つ
の
部
屋
と
し
て
提

案
し
、
一
般
公
開
後
、
事
前
予
約
で
宿
泊

で
き
る
よ
う
で
す
。
お
楽
し
み
に
！

　
　

﹇
参
加
ク
リ
エ
イ
タ
ー
﹈

甘
露
寺
芳
子
（
ス
タ
イ
リ
ス
ト
）

ヒ
ロ
コ
・
コ
シ
ノ

（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

須
藤
玲
子

（
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

塚
田
晴
可
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
無
境
主
人
）

松
浦
弥
太
郎

（
文
筆
家
、「
暮
ら
し
の
手
帖
」
編
集
長
）

皆
川
明

（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

こ
の
ほ
か
、「
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
タ
那

須　

２
０
０
８
」（
８
／
28
〜
11
／
16
）

期
間
中
、「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
は
、
工
芸

作
家
に
よ
る
展
示
販
売
。
二
期
倶
楽
部
主

催
「
秋
の
音
楽
会―

ワ
サ
ブ
ロ
ー　

シ
ャ

ン
ソ
ン
を
謳
う―

」。
ア
ト
リ
エ
ワ
ン
制

作
に
よ
る
展
示
台
を
活
用
し
た
、
出
展
者

に
よ
る
臨
時
市
場
で
は
、
地
元
産
野
菜
や

果
実
他
特
産
品
を
紹
介
し
ま
す
。

（
詳
細
は
4
P
参
照
）

東
京
か
ら
東
北
新
幹
線
で
75
分
。
御
用
邸
を
有
し
、古
く
か
ら
リ
ゾ
ー

ト
地
と
し
て
愛
さ
れ
て
き
た
那
須
高
原
。
今
夏
ス
タ
ー
ト
す
る「
ア
ー

ト
・
フ
ェ
ス
タ
那
須　

２
０
０
８
」は
、
温
泉
、
ゴ
ル
フ
に
代
わ
る
新

し
い
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、
さ
ら
に
、
地
域
振
興
運
動
と
な
る

こ
と
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

文
化
の
恵
み
を
祝
す
収
穫
祭
ー

「
ア
ー
ト・フ
ェ
ス
タ
那
須
２
０
０
８
」開
催
！

4回目の特別ワークショップが、5月17、18日の2日間、開催された。講師は、
金沢在住の中村卓夫氏。

公開制作レポート

一
八
日
の
午
前
、
中
村
卓
夫
氏
の
公
開
制
作

が
行
わ
れ
た
。
タ
タ
ラ
づ
く
り
（
板
づ
く
り
と

も
言
う
）
の
技
法
を
得
意
と
す
る
氏
。
一
本
の

切
り
糸
で
、
土
の
塊
か
ら
作
品
を
生
み
出
し
て

い
く
様
子
は
圧
巻
。
み
る
み
る
う
ち
に
土
の
形

が
変
わ
っ
て
い
き
、
受
講
生
か
ら
は
驚
き
の
声

が
あ
が
っ
た
。
土
の
、
生
ま
れ
た
て
の
や
わ
ら

か
さ
を
大
切
に
し
た
作
品
か
ら
、
作
家
の
や
さ

し
い
人
柄
が
伝
わ
る
。

一
瞬
で
現
れ
る
、

タ
タ
ラ
づ
く
り
の
美
し
さ―

―

目
の
前
で
披
露
さ
れ
る
妙
技
を
見
る

【①】

0120‒087962
☎0879‒62‒2111（代表）

予約専用フリーダイヤル

美
し
の
島
、

　
　
　

癒
し
の
楽
園

http://www.healthyolive.com/
0120‒77‒0000

小豆島ヘルシーランド㈱

‶自然の恵み"
オリーヴのスキンケア

つ な ご う 自 然 、歴 史 、仲 間 。

　
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

●
地
産
の
お
惣
菜（
現
場
調
理
歓
迎
）

●
海
鮮（
干
物
、加
工
品
）

●
食
品(

加
工
品)

●
青
果

●
生
花

●
植
栽　

そ
の
他

ス
タ
ッ
フ
募
集

●
シ
ョ
ッ
プ
ス
タ
ッ
フ

　

   

経
験
者
歓
迎

●
ア
ー
ト
・
ビ
オ
ト
ー
プ
ス
タ
ッ
フ

　

・  

工
房
、A
I
R
の
施
設
運
営
、

企
画
、広
報
、制
作

　

   

学
芸
員
資
格
者
歓
迎

問
い
合
わ
せ
先

　

０
３―

６
８
２
６―

３
５
５
０

ア
ー
ト
・
ビ
オ
ト
ー
プ
小
豆
島

　

東
京
準
備
事
務
局

アート・ビオトープ小豆島で働きませんか

初夏の花  山法師
　初夏万緑、尾根に腰を下ろすとポツン、あるいはポツン

又ポツンと樹冠一面に雪を乗せたような白い花が目に飛

び込んできます。ヤマボウシである。ヤマボウシは、ほぼ

５年に一度、全山一斉開花をする面白い木です。有り余る

程の果実を結ぶ開花は、種を散布する動物たちに、種ま

で砕く上位の動物が果実を食べ残してくれる自然の仕組

みであろうか。

　ヤマボウシは、実はハナミズキと近縁で両者の花の構

造は同じである。二・三十の花が金平糖のように中央に集

まり、その周りを花弁のような四枚の苞が取り囲んで全

体で一輪の花のように見えます。ハナミズキは公園や街

路樹によく似合いますが、四枚の苞が江戸の植木屋に嫌

われたヤマボウシは、庭師を入れない自然風の庭にもっ

と取り入れられてよい我が国の優れた落葉樹である。

　小豆島でヤマボウシが集められている所があるので

ご紹介しましょう。そこは段山といって少し不便な所で

す。その山の上には、終戦直後、開拓集落があって委託で

野菜の種採り栽培が行われていました。戦後を忘れるこ

とはありませんが、その開墾畑の後地が今では別荘地に

なっていて入り口附近にヤマボウシが配されています。う

まく一斉開花に巡り合えば、清楚なヤマボウシが集まり

咲く景観に心打たれることでしょう。

は
柔
ら
か
な
タ
ッ
チ
の
絵
と
、
ど
こ
か
不

思
議
で
お
か
し
み
の
あ
る
緻
密
な
世
界
観

に
あ
る
。

「
ヨ
ー
ヨ
ー
と
コ
コ
」
は
１
９
９
２
年

に
半
年
間
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
放
映
さ
れ
た
作
品
。
わ
ず
か
５
分
の

短
い
放
映
は
、
一
話
ご
と
の
ミ
ニ
ス
ト
ー

リ
ー
と
そ
れ
に
合
わ
せ
た
料
理
レ
シ
ピ
が

公
開
さ
れ
る
構
成
で
マ
ニ
ア
の
間
で
話
題

と
な
っ
た
。

今
回
の
展
示
で
は
ア
ニ
メ
に
使
わ
れ

た
セ
ル
画
で
は
な
く
、
原
画
が
中
心
と
な

る
。
小
豆
島
に
展
示
が
決
ま
っ
た
理
由
と

し
て
「
小
豆
島
は
ヨ
ー
ヨ
ー
と
コ
コ
の
世

界
観
で
あ
る
地
中
海
に
浮
か
ぶ
島
の
イ

メ
ー
ジ
に
ぴ
っ
た
り
。
せ
っ
か
く
の
作
品

を
展
示
す
る
場
所
が
な
か
っ
た
の
が
残
念

だ
っ
た
け
ど
小
豆
島
と
い
う
素
敵
な
場
所

が
見
つ
か
っ
て
と
て
も
嬉
し
い
。」
と
は

池
田
先
生
の
談
。
山
梨
県
河
口
湖
に
あ
る

木
ノ
花
美
術
館
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
作

品
が
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
フ
ァ
ン
に

も
今
ま
で
直
接
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
お
宝
の
展
示
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る

と
い
う
。

さ
ら
に
は
作
品
の
中
心
と
な
る
「
海

猫
亭
」
と
い
う
バ
ー
で
お
い
し
い
料
理
を

ふ
る
ま
う
マ
ス
タ
ー
の
ヨ
ー
ヨ
ー
と
娘
の

コ
コ
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
様
、

移
動
式
カ
フ
ェ
「
海
猫
亭
」
が
旧
戸
形
小

学
校
の
校
庭
に
設
置
さ
れ
る
。
太
陽
に
あ

ふ
れ
た
海
を
眺
め
な
が
ら
お
い
し
い
デ

ザ
ー
ト
や
飲
み
物
を
楽
し
め
、
陽
気
な
気

分
で
ア
ー
ト
を
楽
し
め
る
施
設
と
な
り
そ

う
だ
。

日
本
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
作
家
の
第
一

人
者
で
あ
る
池
田
あ
き
こ
先
生
の
作
品

「
ヨ
ー
ヨ
ー
と
コ
コ
」
の
原
画
が
旧
戸
形

小
学
校
の
教
室
に
展
示
さ
れ
る
。
池
田
先

生
は
不
思
議
の
国
「
わ
ち
ふ
ぃ
〜
る
ど
」

の
作
家
と
し
て
有
名
で
、
そ
の
発
行
部
数

は
絵
本
や
小
説
を
合
わ
せ
る
と
通
算
150
万

部
を
こ
え
る
超
人
気
作
家
。
人
気
の
秘
密

八代田 素樹  [やしろだもとき ]
小豆島・渕崎在住

地
霊
か
ら
エ
ナ
ジ
ー
を
い
た
だ
い
て

―
 

イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
庭
園
美
術
館

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
作
家

池
田
あ
き
こ
先
生
の
原
画
。

小
豆
島
に
展
示
決
ま
る
！

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
個
性
を
！

建
築
だ
け
で
な
く
ア
ー
ト
展
で
も
活

躍
中
の
ア
ト
リ
エ
・
ワ
ン
が
デ
ザ
イ
ン
し

た
可
動
式
ワ
ゴ
ン
が
、
那
須
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
デ
ヴ
ュ
ー
し
ま
す
。
世
界
の
市
場
を

研
究
し
て
い
る
彼
ら
の
、
オ
ブ
ジ
ェ
と
し

て
も
美
し
い

ワ
ゴ
ン
で
す
。

さ
ら
に
来
春

に
は
、
小
豆

島
に
も
お
目

見
え
し
ま
す
。

高
松
の
東
、
豪
州
の
「
エ
ア
ー
・
ロ
ッ

ク
」
と
見
ま
が
う
山
頂
の
平
ら
な
屋
島
。

そ
の
東
側
「
屋
島
古
戦
場
」
入
り
江
。
そ

し
て
、
五
剣
山
。
四
国
八
十
八
ヵ
所
霊

場
「
84
番
屋
島
寺
、
85
番
八
栗
寺
」
に
は

さ
ま
れ
た
の
ど
か
な
所
、
庵
治
石
の
産
地
、

石
工
衆
の
町
「
牟
礼
」。
こ
の
石
鎚
の
音

が
響
く
一
角
に
「
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
庭
園

美
術
館
」
が
あ
る
。

日
系
２
世
の
芸
術
家
イ
サ
ム
・
ノ
グ

チ
は
、
１
９
０
４
年
に
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス

で
生
ま
れ
、
幼
少
時
は
日
本
で
過
ご
し
ま

し
た
。
渡
米
後
、
欧
米
を
巡
り
な
が
ら
創

作
活
動
を
続
け
１
９
６
９
年
か
ら
２
０
年

に
渡
り
、
こ
の
地
で
石
匠
・
和
泉
正
敏
氏

と
と
も
に
制
作
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
「
生

前
の
状
態
を
出
来
る
だ
け
残
し
、
後
世
の

人
々
に〝
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
〞

と
し
て
伝
え
た
い
」
と
い
う
イ
サ
ム
の
遺

志
に
よ
り
、
建
物
だ
け
で
な
く
周
り
の
環

境
を
含
め
た
全
体
が
作
品
で
あ
り
、
美
術

館
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。
シ
ョ
ッ

プ
の
あ
る
受
付
か
ら
、
美
術
館
ス
タ
ッ
フ

の
案
内
で
巡
っ
て
い
く
と
作
業
蔵
が
あ
り
、

主
を
な
く
し
た
道
具
。
展
示
蔵
に
は
大
・

小
の
作
品
が
並
ぶ
。
屋
外
展
示
さ
れ
た
空

間
を
、
石
垣
が
包
み
慈
し
む
よ
う
に
囲
ん

で
い
る
。
イ
サ
ム
が
長
年
培
っ
た
創
造
の

場
は
、
鑑
賞
者
に
無
言
の
力
を
感
じ
さ
せ

る
。彫

刻
庭
園
に
登
り
全
体
を
一
望
す
る

と
、
屋
島
の
水
平
ラ
イ
ン
と
樹
木
の
丸
み

が
生
み
出
す
調
和
が
美
し
い
。
イ
サ
ム
も

此
処
で
多
く
の
時
間
を
過
ご
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

私
も
斜
面
の
芝
に
腰
掛
け
、
夕
焼
け

に
浮
き
出
る
屋
島
の
稜
線
に
思
い
を
は
せ

た
・
・
・

ワ
ゴ
ン
で
す
。

見
え
し
ま
す
。

池田 あきこ　プロフィール
本名　池田晶子。東京、吉祥寺生まれ。
1987年より、架空世界である「わちふぃーるど」と猫のダ
ヤンの物語を描きはじめる。「わちふぃーるど」シリーズを中
心に「YOYO」シリーズや、旅をイラストでつづった「スケッ
チ紀行」シリーズ、作品タイトルは85冊、総発売数で150
万部を超える。その他、教科書の挿絵なとも手がける。
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Ⅰ
．ア
ー
テ
ィ
ス
ト・
イ
ン・
レ
ジ
デ
ン
ス

の
こ
と

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

と
は
何
か
不
思
議
な
響
き
を
持
っ
た
言

葉
で
あ
る
と
思
う
。
十
年
以
上
も
前
に
日

本
に
も
た
ら
さ
れ
た
用
語
で
あ
り
な
が
ら
、

未
だ
に
カ
タ
カ
ナ
の
ま
ま
で
使
わ
れ
て
い

る
。
ア
ー
ト
に
係
わ
る
用
語
は
、
国
内
で

は
カ
タ
カ
ナ
の
ま
ま
が
ふ
さ
わ
し
い
と
、

こ
の
筋
の
専
門
家
は
考
え
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
様
々
な
ル
ー
ツ
か
ら
入
っ
て
き
た

言
葉
は
元
と
の
関
連
付
け
が
大
事
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
中
国
語
で
は
「
藝
術
家
進

駐
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

と
名
乗
る
も
の
の
中
に
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
展

覧
会
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
混
在
し
て
い
る

こ
と
も
あ
る
が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ

ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
の
基
本
は
、
三
つ
の
空

間
、
す
な
わ
ち
創
作
（
ス
タ
ジ
オ
）、
滞

在
（
レ
ジ
デ
ン
ス
）
そ
し
て
展
示
（
ギ
ャ

ラ
リ
ー
な
ど
）、
そ
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
は
、
滞
在
制
作
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

展
示
、
交
流
な
ど
の
活
動
が
含
ま
れ
て
お

り
、
滞
在
期
間
も
一
ヶ
月
程
度
の
短
期
間

か
ら
、
一
年
以
上
の
も
の
と
千
差
万
別
だ
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
人
数
と
構
成
も
多

様
で
、
活
動
分
野
も
、
音
楽
・
舞
踏
・
演
劇
・

映
画
、
舞
台
美
術
・
絵
画
・
陶
芸
・
彫
刻
、

写
真
・
文
芸
等
・
文
学
・
哲
学
な
ど
広
範

囲
だ
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン

ス
の
歴
史
に
つ
い
て
も
諸
説
が
あ
り
、

1900

：Yaddo(NY)

が
元
祖
だ
と
か
、
古

典
的
博
品
陳
列
館
か
ら
始
ま
っ
た
美
術
館

発
展
段
階
の
一
つ
と
し
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト･
イ
ン･

レ
ジ
デ
ン
ス
が
美
術
館
の
代

わ
り
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
い
う
話
も
あ

る
よ
う
だ
。
遣
唐
使
・
遣
隋
使
も
そ
の
例

で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
、
そ
し
て
日
本
古

来
か
ら
「
旅
先
づ
く
り
」
な
る
創
作
旅
行

が
数
多
く
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
何
も
新

し
い
概
念
で
は
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

運
営
主
体
も
、
公
共
団
体
の
運
営
す
る
も

の
か
ら
、
非
営
利
団
体
（
美
術
館
・
財
団
）、

民
間
企
業
、
さ
ら
に
、
個
人
が
運
営
す
る

も
の
が
あ
る
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

は
誰
が
利
用
す
る
も
の
な
の
か
？
一
義
的

に
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
だ
。
そ
こ
で
利
用
す

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
は
？
と
い
う
観
点
に

つ
い
て
若
干
考
察
し
て
お
き
た
い
。
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
関
す
る
興
味
深
い
考
え
を
紹

介
す
る
。
二
種
類
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
存

在
、
一
つ
は
、
ク
リ
エ
イ
ト
す
る
（
つ
く

る
）
ア
ー
テ
ィ
ス
ト Creative Artist

：

美
術
作
家
、作
曲
家
、詩
人
、舞
台
美
術
家
、

振
付
家
、
個
人
の
映
像
作
家
な
ど
、
無
か

ら
モ
ノ
を
つ
く
っ
て
い
る
創
造
を
仕
事
と

す
る
者
（
製
造
業
）。
も
う
一
方
は
、
解

釈
系
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト Interpretative 

Artist

：
戯
曲
家
の
作
品
を
演
ず
る
「
役

者
」、
振
付
家
の
作
品
を
踊
る
「
ダ
ン

サ
ー
」、作
曲
家
の
作
品
を
弾
く「
演
奏
家
」

な
ど
。
ク
リ
エ
イ
ト
す
る（
つ
く
る
）ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
つ
く
っ
た
も
の
を
実
践
す
る

者
（
解
釈
業
）。

　

今
、
社
会
の
中
で
生
き
て
行
く
の
が
一

番
困
難
な
ジ
ャ
ン
ル
は
、
解
釈
系
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
よ
り
も
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
系
の

方
だ
そ
う
だ
。

　

そ
し
て
、
そ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
は
六

つ
の
段
階
が
あ
る
と
の
定
義
。

１
．
生
活
に
も
チ
ャ
ン
ス
に
も
飢
え
て
い

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

２
．
芸
術
家
稼
業
以
外
の
職
で
生
活
費
を

稼
い
で
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

３
．
芸
術
家
稼
業
だ
け
で
食
べ
て
い
け
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト

４
．
頭
角
を
現
し
始
め
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

５
．
名
の
よ
く
知
ら
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

６
．（
過
去
の
巨
匠
で
は
な
く
）
今
こ
の

時
代
に
生
き
て
作
品
を
つ
く
り
続
け

て
い
る
現
存
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

塩
谷
陽
子「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
芸
術
家
と
共
存
す
る
街
」一
九
八
八
よ
り

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
成
長
の
起
爆
剤
と
な

る
と
確
信
す
る
。

発行：NPO法人アート・ビオトープ／編集：富田勝彦／協力：安藤麻衣子、片山亜香梨、木本禎一、種田真麻里、郷右近丸彦／執筆：新見隆、村田達彦、望月昭、八代田素樹／
印刷・DTP：エデュプレス　　※本紙記事の無断転載を固く禁じます。
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小
さ
な
ア
ー
ト
の
複
合
施
設
か
ら
大
き
な
可
能
性
を
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おしゃれなタンブラー
ガラススタジオにて
廃瓶を材料とした

オリジナル・グラスウエアの販売
（受注生産）を開始いたします。

第一弾の作品は、
ミネラルウォーターを
利用したタンブラーです。
アート・ビオトープ那須
オリジナルタンブラー

￥1,260

「レクチャー」 講座90分　各4，000円
伊東豊雄（建築家）/井上ひさし（小説家、劇作家）/桐島洋子（作家）
塚田晴可（「ギャラリー無境」主人）/てんつくマン（路上人、元・軌保博光）
新見隆（武蔵野美術大学教授）
馬場浩史（「スターネット・カフェ」［馬場浩史環境設計事務所］主宰）
李 禹煥（美術家）/李鳳宇（映画プロデューサー）
伊地知裕子（アートディレクター、「MUSE COMPANY」代表）
伊藤俊治（美術史家、東京藝術大学教授）/伊東豊雄（建築家）
川崎景介（花文化研究家、マミフラワーデザイン・スクール校長）
遠山公一（慶應義塾大学教授）/原宏隆（ソムリエ、「アカデミー・デュ・ヴァン」）
吉田加南子（詩人）
熊倉純子（東京藝術大学准教授）/竹村真一（文化人類学者、京都造形芸術大学教授）
新見隆（武蔵野美術大学教授）/原宏隆（ソムリエ、「アカデミー・デュ・ヴァン」）
安田登（能楽師）

「ワークショップ」
10：30～　10,000円（1日）　＊3日間の連続受講をおすすめします。
「暮らしのかたち-土に親しむ三日間」
中村錦平・中村洋子・樋口健彦（陶芸作家）
13：00～　4,000円（吹ガラス1体験）　＊1日限定8組要予約
「炉をつくるから始まる二日間－ガラスの魅惑」高橋禎彦（ガラス作家）
11：00～　8,000円（教材費込）
「室礼－日本の風土と美の風習」山本三千子（室礼研究家）
13：00～　無料
「からくりおたのしみ」半屋弘蔵（からくり人形師）
14：00～　6,000円
「蜂と人と自然の新しい関係」藤原誠太（養蜂家）
11：00～　6,000円
「ベルエポック・古き良き時代の仏蘭西料理」宮﨑康典（二期倶楽部総料理長）
14：00～　6,000円
「バロック音楽とチェンバロに親しむ」平かおり（チェンバロ奏者）
11：00～　6,000円　＊子供参加（5歳以上保護者同伴）は半額にて承ります。
「摘み草ウォークを楽しむ」篠原準八（山野草研究家）

「夜の会－夕食ビュッフェとワン・ドリンクの交歓会」 19：00～ 各6，000円
吉田加南子（詩人）＋ワサブロー（シャンソン歌手）
原壮介（ギター奏者）
平かおり（チェンバロ奏者）

「山のシューレ」
8/28㈭～31㈰1 ア

ー
ト・フ
ェ
ス
タ
那
須
２
０
０
８
イ
ベ
ン
ト

にき倶楽部１９８６［二期ホール］で展示。
会期中展示替えがあります。
03（5410）5135　オランダ・アウトサイダー・アート展

特別企画「オランダ・アウトサイダー・アート展」
8/29㈮～11/16㈰2

アート・ビオトープ那須周辺
03（5410）5135　アート・フェスタ那須2008事務局

マーケット
8/29㈮・30㈯・31㈰, 11/15㈯・16㈰3

03（5410）5135　アート・フェスタ那須2008事務局
＊宿泊お申し込み　0287（78）2215二期倶楽部予約係

二期倶楽部　Hotel in Hotel　“Konomi”
11/15㈯・16㈰一般公開展覧　11/17㈪～12/25㈭予約宿泊4

にき倶楽部１９８６内、観季館

アート・ギャラリー
11/15㈯・16㈰　　5

にき倶楽部１９８６内、観季館　15，000円
ワサブロー： 京都出身、パリ在住30有余年。和製シャンソンの域を

超えた国際的アーチスト。

秋の音楽会―ワサブロー　シャンソンを謳う―
11/16㈰18：00～6

前編

0287（78）7833　山のシューレ事務局　
e-mail:schule@nikiresort.jp 　
お申し込みＦＡＸ　0287（78）6627　アート・ビオトープ那須

29㈮

30㈯

31㈰

28㈭
29㈮
30㈯

30㈯
31㈰

29㈮
30㈯
31㈰

30㈯

31㈰
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ま
づ
は
校
庭
の
緑
化
で
あ
る
。
し
か

し
敷
地
は
海
岸
の
す
ぐ
横
に
位
置
し
潮
風

が
当
た
り
塩
害
、
乾
燥
に
強
い
植
物
で
な

い
と
ま
づ
育
た
な
い
。
そ
こ
で
学
校
の
近

く
の
植
生
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
海
岸
線

を
歩
い
て
み
た
。
小
豆
島
の
海
岸
線
の
総

延
長
は
126
㎞
、
属
島
を
含
め
る
と
170
㎞
に

達
す
る
。
日
本
列
島
も
海
に
囲
ま
れ
た
島

国
、
そ
の
海
岸
線
は
長
大
な
も
の
で
あ
る
。

昔
は
白
砂
青
松
と
い
わ
れ
美
し
い
景
観
が

全
国
津
々
浦
々
に
見
ら
れ
た
が
、
高
度
成

長
以
後
の
日
本
の
海
岸
線
は
、
大
量
の
漂

着
物
（
ゴ
ミ
）
が
吹
き
溜
ま
り
、
そ
れ
も

自
然
に
戻
る
こ
と
の
な
い
ビ
ニ
ー
ル
や
ポ

リ
類
が
海
岸
線
を
汚
し
て
い
る
。
護
岸
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
、
テ
ト
ラ

ポ
ッ
ト
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
砂
浜
の
続
く

純
自
然
海
岸
は
日
に
日
に
減
少
を
続
け
て

い
る
。
海
岸
に
自
生
す
る
植
物
も
減
少
し
、

今
や
絶
滅
寸
前
の
状
況
で
あ
る
。
幸
い
な

こ
と
に
小
豆
島
で
は
、
未
だ
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
ス
ポ
ッ
ト
的
に
海
岸
植
生
が
残
っ
て

お
り
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
。
こ
れ
ら
の
植
物

を
保
護
保
全
し
、
戸
形
小
学
校
の
校
庭
を

実
験
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
て
海
岸
ビ
オ
ト
ー

プ
を
再
生
し
よ
う
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
。

現
在
、
全
国
の
小
、
中
学
校
で
校
庭

を
芝
生
で
緑
化
す
る
運
動
が
盛
ん
で
東
京

で
も
日
に
日
に
校
庭
が
緑
化
さ
れ
始
め
て

い
る
。
し
か
し
、
海
岸
ビ
オ
ト
ー
プ
に
よ

る
緑
化
は
私
の
知
る
限
り
全
国
に
そ
の
事

例
は
な
い
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功

さ
せ
て
、
海
岸
植
生
再
生
モ
デ
ル
・
ガ
ー

デ
ン
と
し
て
日
本
全
国
に
情
報
を
発
信
し
、

現
在
全
滅
に
瀕
し
て
い
る
日
本
の
海
岸
線

を
生
き
返
ら
せ
ゴ
ミ
を
除
去
し
て
、
美
し

い
日
本
の
景
観
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
い
も

の
で
あ
る
。

ま
づ
は
一
番
大
切
な
基
盤
の
整
備
と

し
て
植
物
が
生
育
す
る
土
壌
を
作
る
こ
と

で
あ
る
。
校
庭
は
永
い
間
に
渡
り
、
子
供

た
ち
に
踏
ま
れ
た
土
地
で
固
く
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
を
す
べ
て
掘
り
お
こ
し
、
土
壌

改
良
剤
を
入
れ
て
、
土
地
を
改
良
し
、
保

水
性
、
排
水
性
が
良
く
、
肥
沃
で
多
く
の

有
益
な
土
壌
微
生
物
が
住
む
土
に
よ
み
が

え
ら
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ

に
使
用
さ
れ
る
植
物
と
し
て
は
小
豆
島
の

海
岸
線
に
見
ら
れ
る
こ
の
土
地
に
あ
っ
た

も
の
で
あ
る
。
ハ
マ
エ
ン
ド
ウ
・
ハ
マ
ヒ

ル
ガ
オ
・
ハ
マ
ダ
イ
コ
ン
・
ハ
マ
ボ
ウ
フ

て
、
人
材
の
育
成
に
貢
献
す
る
。
こ
の
活

動
に
よ
っ
て
、旧
戸
形
小
学
校
「
ア
ー
ト
・

ビ
オ
ト
ー
プ
小
豆
島
」
に
訪
れ
関
わ
る
す

べ
て
の
人
々
に
、小
豆
島
の
「
自
然
環
境
」

と
「
学
び
の
場
」
に
誇
り
を
感
じ
て
も
ら

い
、
よ
り
一
層
の
地
域
活
性
化
に
寄
与
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

こ
の
法
人
は
、
小
豆
島
土
庄
地
区
住

民
、
旧
戸
形
小
学
校
卒
業
生
を
は
じ
め
、

来
島
者
等
、
幅
広
い
人
々
を
対
象
と
し
ま

す
。
旧
戸
形
小
学
校
が
培
っ
て
き
た
「
学

び
」
の
歴
史
を
活
か
し
、「
芸
術
」「
文
化
」

「
ス
ポ
ー
ツ
」
な
ど
の
体
験
機
会
を
通
じ

平
成
20
年
５
月
26
日
、
香
川
県
に
て

「
ア
ー
ト
・
ビ
オ
ト
ー
プ
」が
設
立
認
証
さ
れ
る
。

ウ
等
々
。
岩
場
に
は
、
ツ
ワ
ブ
キ
・
ハ
マ

ナ
デ
シ
コ
等
々
。
校
庭
の
周
り
の
植
栽
樹

種
と
し
て
は
、
海
岸
線
に
多
く
見
ら
れ
る

ウ
バ
メ
ガ
シ
・
ト
ベ
ラ
・
ハ
マ
ゴ
ウ
・
ヤ

ブ
ツ
バ
キ
等
々
が
考
え
ら
れ
る
。
ど
の
よ

う
に
植
栽
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
か
新
し
い

試
み
で
あ
り
色
々
と
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
な
が
ら
実
践
し
た
い
。「
校
庭
ビ
オ
ト
ー

プ
愛
護
会
」
を
結
成
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
、
こ
の
活
動
を
実
践
し
た
い
も
の
で
あ

る
。
ま
た
陸
地
に
限
ら
ず
海
の
中
も
対
象

地
で
、
海
中
に
も
植
物
で
あ
る
種
々
の
海

藻
が
自
生
し
て
い
る
。
今
日
こ
れ
ら
の
植

物
は
「
磯
焼
け
」
と
い
う
現
象
で
絶
滅
に

瀕
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
生
態
系
も
保
全

し
た
い
も
の
で
あ
る
。

開
発
に
よ
っ
て
益
々
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
動
植
物
の
生
息
空
間
を
保
全
、
復
元
、

再
生
す
る
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
は
、
こ
れ

か
ら
の
日
本
を
担
う
、
青
少
年
の
環
境
教

育
の
一
環
と
し
て
も
素
晴
し
い
活
動
で
あ

る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
と
確
信
す
る
。

日
本
の
海
岸
線
、景
観
を
蘇
ら
せ
た
い
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そ
の
昔
、
好
き
で
愛
読
し
て
い
た
フ
ラ

ン
ス
文
学
者
、
岡
谷
公
二
さ
ん
の
著
作
に
、

た
し
か
、
タ
ヒ
チ
に
渡
っ
て
晩
年
を
過
ご

し
た
、
後
期
印
象
派
屈
指
の
画
家
、
ポ
ー

ル
・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
を
語
り
な
が
ら
の
、「
文

明
の
自
己
否
定
性
」
と
い
う
言
葉
が
あ
っ

て
、
い
た
く
感
心
し
た
こ
と
が
あ
る
。
岡

谷
さ
ん
は
、
窮
屈
で
抑
圧
的
に
な
り
つ
つ

あ
っ
た
、
一
九
世
紀
以
来
の
、
近
代
的
な

都
心
に
対
比
し
な
が
ら
、
そ
の
正
反
対
の
、

ユ
ー
ト
ピ
ア
と
い
う
か
、
豊
か
な
感
覚
を

醸
成
す
る
場
、
自
然
の
な
か
で
の
人
間
性

の
解
放
の
可
能
性
と
し
て
、
瀬
戸
の
島
島

や
沖
縄
の
こ
と
を
、
い
つ
も
、
熱
く
語
ら

れ
て
い
た
の
で
、
共
感
を
覚
え
な
が
ら
、

よ
く
読
ん
だ
。
そ
う
い
う
時
、
人
間
の
赤

裸
裸
な
情
熱
は
、
つ
ね
に
、
南
に
向
か
う

の
だ
ろ
う
か
。

　

た
し
か
記
憶
に
よ
れ
ば
、「
血
が
澱
む
」、

「
そ
の
永
遠
に
続
く
よ
う
な
停
滞
」
に
耐

え
ら
れ
ず
に
、
旅
に
出
る
の
だ
と
、
自
ら

を
開
け
放
っ
て
、
語
っ
て
お
ら
れ
た
。
そ

う
い
う
、
逃
避
者
と
い
う
か
、
都
市
に

集
中
す
る
、
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
で
は
あ
る

が
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
情
報
と
、
集

中
的
な
文
化
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
背
を
向
け

て
戸
惑
う
人
人
に
、
利
便
性
や
効
率
性
に

押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
行
き
惑
う

人
人
に
、
自
ら
を
重
ね
な
が
ら
、
否
応
無

く
ひ
き
つ
け
ら
れ
て
お
ら
れ
た
わ
け
だ
ろ

う
。
日
本
の
戦
前
に
、
た
し
か
に
あ
っ
た
、

国
策
的
な
意
味
で
の
、
南
方
幻
想
を
別
に

し
て
も
、
南
洋
庁
の
官
吏
と
し
て
赴
任
し

た
、「
李
陵
」、「
山
月
記
」
な
ど
の
中
国

古
譚
で
有
名
な
中
島
敦
も
、『
宝
島
』
の

作
者
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
の
美
し
い
伝
記
、

｢

光
と
風
と
夢
」
を
残
し
た
。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
中
島
敦
も
、
現
実
逃

避
者
と
言
う
べ
き
か
、
戦
前
の
日
本
に

あ
っ
て
、
中
国
の
古
い
歴
史
や
、
南
方
幻

想
に
勇
躍
と
し
て
遊
ん
だ
、
ユ
ー
ト
ピ
ア

志
向
者
だ
っ
た
わ
け
だ
。
種
田
山
頭
火
と

並
ん
で
、
愛
読
す
る
、
自
由
短
詩
、
自
由

俳
句
の
尾
崎
放
哉
も
、
よ
く
知
ら
れ
た
よ

う
に
、
エ
リ
ー
ト
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら

ド
ロ
ッ
プ
・
ア
ウ
ト
し
て
、
若
狭
の
小
浜

を
へ
て
、
小
豆
島
に
流
れ
着
い
て
、
赤
貧
、

作
句
三
昧
の
最
後
を
遂
げ
た
。
私
ど
も
凡

人
に
は
、
何
と
も
魅
力
的
で
、
ま
た
い
っ

ぽ
う
と
う
て
い
真
似
の
出
来
な
い
、
凄
惨

な
生
涯
に
も
映
る
が
、
さ
あ
、
果
た
し
て
、

そ
の
真
実
は
、
如
何
な
る
も
の
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

　

現
在
、
さ
か
ん
に
話
題
に
な
っ
て
い
る
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
意
識
、
自
然
回
帰
、
エ

コ
ロ
ジ
ー
、
環
境
保
護
、
身
体
性
の
回
復
、

ア
ー
ト
や
文
化
に
よ
る
場
の
活
性
化
な
ど

の
多
く
は
、
そ
の
ル
ー
ツ
を
、
遠
く
一
九

世
紀
末
に
、
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
、
都
市
の
喧
騒
と

圧
迫
を
逃
れ
て
、
画
家
や
建
築
家
、
場
合

に
よ
っ
て
は
ダ
ン
サ
ー
た
ち
が
、
郊
外
の

森
に
集
っ
て
共
同
生
活
し
た
、
芸
術
家
村
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ー
が
、
そ
れ
に

あ
た
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
日
本
に
較
べ

て
、
は
る
か
に
都
市
の
歴
史
、
そ
の
地
層

の
厚
み
が
大
き
く
、
公
園
や
広
場
に
集
う
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
楽
し
む
人
人
を

多
く
見
か
け
る
。
そ
れ
で
も
、
世
紀
末
当

時
、
芸
術
家
た
ち
は
、
効
率
や
利
便
性
を

追
求
す
る
都
市
の
息
苦
し
さ
に
耐
え
ら
れ

な
い
で
、
脱
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
状
況
を
考
え
る
と
き
、
現
在
の
日

本
で
は
、
頭
を
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
の
は
、

私
だ
け
だ
ろ
う
か
。

新
見 

隆 [

に
い
み
り
ゅ
う]

武
蔵
野
美
術
大
学
芸
術
文
化
学
科
教
授

ギ
ャ
ラ
リ
ー
册
、
ア
ー
ト
・
ビ
オ
ト
ー
プ
那
須　

顧

問
・
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

望
月 

昭 [

も
ち
づ
き
あ
き
ら]

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
、
元
兵
庫
県
淡

路
景
観
園
芸
学
校
教
授

小
豆
島
土
庄
町
旧
戸
形
小
学
校
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ユ
ー
ト
ピ
ア
と
し
て
の
南

｜
リ
ゾ
ー
ト
と
、文
化
の
場
の
起
源
を
訪
ね
て（
一
）


